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概 要

川崎医療短期大学栄蓑科学生病院実習の一項目である公衆栄菱実習の一環として，地域住民を対象とした健康教

育の場を設け，学生に実体験を通して地域保健のあり方を学ばせるため，住民の協力をもとに一年間の計画で健康

スクールを開催した。

学生実習に地域保健活動を取り入れ，学生の立場て健康スクールを計画実施した初めて⑫径験として経過を報告し，

反省，考察を加えて今後の参考資料とする。

1 はじめに

川崎医療短期大学に，病院向けの実力ある栄

養士養成を目的として， 3年課程の栄養科が

1983年に開講した。従来の栄養士教育カリキュ

ラムと比較すると ，本学の栄養科では，川崎医

科大学附属病院を中心にして 1年間の臨床実習

が行われることが大きな特徴である。

臨床実習は 5~6人の小グループに分かれ，

病態栄養，公衆栄養，給食管理，調理，医療福

祉などをロ ーテ イ トするものである。 このうち

公衆栄養実習は，川崎医科大学附属病院の公衆

衛生部で行われる。公衆衛生部は，健康診断，

人間ドックおよび地域住民の集団検診を行って

おり ，公衆栄養実習 としては最適な部門である。

公衆栄養実習は 4週間で，人間 ドック ，集団検

診の実習や研究発表などが行われるが，その中

で異色なのが院外実習の 1つである松島健康ス

クールである。 これは松島地区の住民に対し，

栄養科実習生が計画を立てて衛生教育を行うも

のであり ，すでに10回を終了 し，学生および地

域の人達から高い評価を受けているので，今回

は松島健康スク ールの実態に若干の検討を加え



8 難波三郎 ・松枝秀ニ ・小島邦子・中島行正

て報告する。 衛生部で行われる。学生は 5~6人のグループ

を作り ， 4週間の実習を行 うが，その日程は表

2 健康スクールの計画と実施 1に示す通りで，グループを 2つに分け，第 1

1) 公衆栄養実習日程

公衆栄菱実習は川崎医科大学附属病院の公衆

. 2週を15階(15F)の人間 ド、ノク病棟で実習し

た組は後半の第 3・ 4週を 1階(lF)の公衆衛

生外来で実習し，他の組は第 1・ 2週を公衆衛

表 1 公衆栄蓑実習日程表 昭和60年 6月

区 分 第 1 週 第 2 週 第 3 週 第 4 週

午前 講義（医師） 講義（医師） 講義（医師） 講義（医師）

月

午後
オリ エンテーション

5F・ l5F 1 F ・ 5 F 1 F 5 F 
（栄程士・ 保健婦）

午前 15 F 15 F 1 F 1 F 

火

午後 5 f ・ 15 F 5 F ・ 15 F 1 F ・ 5 F 1 F ・ 5 F 

午前 15 F P01vf Rカンファレンス 1 F 
健康スク ー）レ
（医師 ・栄菱士）

水

午後
健康スク ール 健康スクール 健康スクール 反省 ・まとめ
企画会議（栄菱士） 運営委員会（栄菱士） 資料仕上（栄菱士） 5F（栄姜士）

午前 15 F 15 F 

鴨方町健診（保医健婦師）

l F 

木

午後 5 F ・ 15 F 5 F ・ 15 F 1 F ・ 5 F 

午前 15 F 15 F 1 F 1 F 

金

午後
検査研究発表 検（査研究発表 健康スク ールリハーサル 症例研究発表
（医師 ・栄蓑士） 医師 ・栄荏士） （医師 ・栄菱士） （医師・栄蓑士）

卸 15Fは入院ドック ，5Fは公衆衛生実験室， 1 Fは公衆衛生外来を示す。
（）内は指導担当職種を示す。

生外来，第 3 • 4週を人間 ドックで実習するよ

うになっている。

5階の公衆衛生実験室では ， コンビュータ

による栄養価計算や研究発表の準備が行われる。

毎週月曜日に医師ほかの講義があり，金曜日

の午後には研究発表が行われる。

松島健康スク ールは，第 1週の水曜日に企画

会議を行い，第 2週水曜日に運営委員会，第 3

週水曜日に発表に用いる媒体を完成 して同 じ週

の金曜日に病院でリハーサルを行い，第 4週の

水曜日に実施している。

2)松島健康 スクールの実施

松島健康 スクールは，昭和59年10月 3日の第

1回から昭和60年7月17日の第10回で終了して

回数

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

， 
10 

表2 松島健康スク ール実施表

開催日 プ・ー マ 実習学生数

59年 10月3日 健康づくり 5名

10月31日 成人病とぱ 5名

11月28日 がん ・糖尿病 5名

60年 1月9日 高血圧 6名

2月6日 便秘 5名

3月6日 肥満 6名

4月17日 肝臓病 6名

5月22日 貧血 6名

6月19日 歯 5名

7月17日 健全な食生活 6名
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いる。テーマは表 2（こ示す通りであるが，テー

マの決定は，第 1回実施の際に地域の参加者に

希望テーマのアンケート調査を し，希望の多い

ものを優先的に行った。第10回は，健全な食生活

と題して，要望はあったが，第 9回までに採用

されなかったテーマを拾い上げて，すべての参

加者の要望をひととおり採り入れた形と してま

とめを行った。

参加学生は 5~6人であり ，地域の方の参加

者は 5人～23人， 平均13人であった。

3)松島健康 スクールの日程

松島健康 スクールの日程の 1例を表 3に示 し

t~ 
し~ ゜

9時に受付を開始し，次に身長，体重，およ

表3 松島健康スク ールの日程表（第8回の場合）

1. 受付

2. 身長・体重 ・血圧測定

とき／5月22日（水） 9:30 ~ ll: 30 
ところ／倉敷市松島 ・松島公民館

実習学生

3. 開会あいさつ 運営委員長犬飼源―

4. 貧血について学生の研究発表 実習学生

(I) はしめに （2) 貧血の種類と症状 （3) 貧血の検査

(4) 貧血の治療 ①薬物療法 ・輸血療法②食事療法

(5) 貧血の予防

5. レバー料理の試食

6. 講話「貧血の臨床」

7. サイコロメニュー診断

8. ラジオ体操

9. 質疑応答・アンケート調査

10. 閉会あいさつ

び血圧測定を行った。

9時30分，運営委員長のあいさつで開会し，

学生が 1人 5分程度で発表をした。この日のテ

ーマは貧血であっ たので，レバー料理の試食を

加えた。

学生の発表をまとめる目的で中島公衆衛生部

医長の講話を加え，その後で参加者の食事につ

いてサイコロメニュ ー診断を行った。

ラジオ体採はテープレコ ーダーの音楽に合わ

せて行い， 最後の質疑応答と アンケート調査

後，運営副委員長の閉 会のあいさつで終了し

t:. 
し~゜

4) サイコロ メニュー診断

これは図 1に示すよう な印刷をしたサイコロ

を作り ，朝昼夕の食品の摂り方を採点するもの

であり，簡単に食事のバランスが診断できる。

このサイコロ は，厚生省の指導する六つの基礎
I) 2) 

食品 に従って食品を分類 し， それをサイコ

公衆衛生部医長 中島行正

実習学生

実習学生

運営副委員長 三 宅八代子

ロの6面に当てはめ，主にエネルギー源となる

食品を黄色とし， 5と6の面に，主に体をつ く

る食品を赤色と し， 1と2の面に，主に体の調

子を整える食品を緑色と し， 3と4の面に書い

てある。 3色の食品がどれだけ過不足なくバラ

ンスよく摂れているかを見て判定基準に従って

採点する訳であるが，サ イコ ロを組み立てて食

卓に置いてお くだけで，家庭で手軽に食事のパ

ランスのチェ ック ができる。

5)実習学生の感想

松島健康 スクールに対する実習学生54名の感

想の一部を表 4に示した。

健康スク ール全体に対する評価は，たいへん

よかった 5名， よかった36名で， 76％の学生が

よい評価を していた。

身体計測についての感想は，やや少なかった

が，体操やサイコロメニューに対しては大部分

の学生が裔い評価を示していた。



健康スクー ルの試みと考察 11 

表4 実習学生の健康スクールに対する感想

1. 健康スク ールに対する感想 (5段階評価）

たし‘へんよ力）った と思う ・・・・・・・ ・ ・・・・ • .．．．． ． ．． 5名( 9 3 96) 

よ力）ったと思う ・・・・・・・・ ・ ・・・ • .．． ． ．．．．． ． ． ． ． ．． .．．．． 36名(66.79,る）

どちらと もしヽえなし‘・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13名(24096) 

やらな く て も よかったと思う ・•.． ．.. ．..．.．．. o 

やる必要はなし とヽ思う ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. 0 

2. 身長 ・体重 ・血圧測定実施の感想（上位3件について）

① 受講者に喜ばれた し ，勉強になってよかったと思 う•...... .. . . ... ． ． ． ． ． ．．． 7 名

② 受講者の健康意識を高めるのに役立っ r と思う …• 6名

③ 本人に測定値の変化がわかるのでたいへんよし‘と思った ．．．． ． ．．． ．．…• •••• 4名

3. 体操を取り入れた こと についての懲想（上位3件について）

① 学習中の気分転換に と て も よかったと思う ・•.．..．． ． ．．．．．．．． ．． ．．．．． ． ． ．． ． ． ． ． ．． ． 16名

② 家庭や近所の方に普及してくれる機会になると思う 5名

③ 受講者によかったと 言われたのでうれ しかった • ......．． ． ．．．．．．．．..．．．．．．.． 4 名

4. サイ コロメニュー診断を取り入れたことについての感想（上位3件について）

① 家庭の食生活のチェックが簡単にできるのでよいと思った ・・・・・・ ・ … • •• •• 1 9名

② 遊びの中で診断できるのでとてもよし‘方法だと思った ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11名

③ 受講者みんなが熱心に取り組んでし‘fこのでぴっく りした ．．．．．．．．．．．．．．．．．． 5名

表5 参加者（受講者）の出席回数と感想

1. 出席回数

1回・・・・ • 7名 4 回 ・・ •. ．． 2 名

2 回 ・・ • .. 4名 5 回 ・・・・・• 4名

3回・・・・..4名 6回・・・・..0 

2. 学生の発表は理解できたか

よく理解できt:............... 12名

ふつう ・・・・・・・・・・・・・・・・.............• 16名

理解できなかっ t: .. • …• •

゜回答な し・・・・•.．．．．．．． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．．．． 1名

計 29名

4. 終了直後の意見 ・感想

たし‘へんためになった， 内容はすばらししヽ ・.........................................2名

学生さんの努力の跡がうかがえて頼母 ししヽ • .．．．． .．．．．. .. ．． ．． ． ．．．．．．．． ． ．． ． ．． ． ．． ．． ．．．. 2名

血圧測定はよかった， 毎回あった方がよ し‘.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．...．．．．．．．． 2名

若し おヽ母さん方の出席もしてほしし‘ ...．．.．．．． ．．．．．．．.．．．.．．...．．......．．．．.．...．．．．．．. 1名

ゆき とどし‘fこ説明でうれしかった ・・・・・ ・ ・・・・・・・・・ ・ ・・ ・ ・・・・・・・・・ ・ ・・・・・・・ ・ ・・ ・ ・・ •. ．．．． ．．． ．．． 1名

発表の声が小さし ，ヽ大きしヽ 声で話してほししヽ・・・・................................... 1名

サイコロ メニュ ー診断はよし、ことだ， 広めてしヽ きたし、．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1名

出席者力；少なくて残念 ・• . ... ... .. .... . ......................... .. . . . . .. .. .. ... . .. ..... . .... 1名

健康に関することは弓1き続き勉強したし‘.．．．．．．．．．．．．．..．．．．．．.．．．．．．．．．．．．..．．．．.．．． 1名

あま り出席で き な く て残念 ・・ •. . .. ... . ... ........ . .. . ...... . .. ... . .. . . . ... . . . .. .. . . . ..... . 1名

記述なし ・・・・・・ ・ ・・・ ・・・ •. ． ． ．．．． ． ．．．．．．． ． ．．．．．．．．． ． ．．．．．．．． ． ． ．． ． ． ． ．．．． ． ．.． ． . ．． ． ．． ． ． ．.． ． . ...． . ．． ．．． 16名

名

名

名

ー

1

1
．

．

 

••• 

．

．

 

回

回

回

7

8

9

 

10 回•····· 5名

計 29名

3. 講師の話は理解でき たか

よく理解できた ・・・・・・・・・・・・・・・ 19名

ふつう ・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・ •.． ． ．．． ． ．．． 9名

理解できなかった ．．．．．．．．．． ．． 0

回答な し・• . ．．． ． ．．． ． ． ．．． ． ．． ． ．． ．．． l 名

計 29名

計 29名
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6)参加者の出席回敬と感想

参加者の出席回数は表 5に示す通りで，最少

の 1回から最高10回までで平均4.5回であり ，

5名が全部に出席 していた。

発表や講話に対する理解は，学生発表に対し

ては44%，謡師の話に対しては61％が理解てき

たと答えていた。

終了後の感想は表 5にみられるようなもので

あった。

3 考察

栄狸士か医療の場で医帥，石護姉，保健姉らとチ

ームを組み，患者の診療を行うためには，医療に対

する知識と経験の向上が望まれる。このような

要望に応えるべく，病院向け栄養士の育成を目

標として川崎医療短期大学に栄養科が開設され

た訳である。

栄養科カリ キュラムの特徴は，先にも述べた

ように，1年間にわたる川崎医科大学附属病院

を中心とした臨床実習であるが，従来の栄養士

養成校のカルキュラムでは， 病院実習，保健所実

習等は一辿間ずつであり，臨床を罪解するには

短期すぎて困難と思われる。

さて，附属病院の実習て医療と直接関係する

のは病慇栄挫実習，公衆栄養実皆と小児，妊産婦等

の特殊栄狸実習な どであ る。

この中で公衆栄蓑実習は，栄養士の重要な任務

の 1つである栄蓑指導の立場からみると臨床栄

養と隣接する分野てあり ，健康人から半健康

人までの栄養状態の維持を問題と し， ヒ ト

の栄礼状喉を生涯をとお して連続としてとら

えてゆかなければならないため，臨床栄養領域

との連携は重要で29)公衆衛生部での診療を経験

することは学生実習の うちで実力ある栄蓑士養

成教育の拠点の 1つとなるであろう。

公衆栄蓑実習は，医師，栄蓑士，保健婦がチ

ーム を組み，指導するので，学生は大変忙 しい

が価値ある実習やユニークな試みを行うことが

できる。

松島健康スク ールもその 1つで，これまでに

公衆栄蓑を専門とする保健所等の栄菱士の立場

で地域住民を対象と した健康教育を実施した報

告は多くある3)4)が臨床栄菱士を目指す学生の

立場で健康教育に参加した報告はほとんどない。

学生が3週間かかって準備した成果を地域の

人達の前で発表する ことは大変緊張もするが，

晴れがま しい場を経験する ことであ り，貴重な

実習であったと思われる。

また，地域住民の自由な要求により社会教育

的活動を行う場である公民館を利用して健康ス

クールを実施したことは，その地域に住む住民

が主人公となって展開することが地域保健活動

の本来の姿であるということを認識するよい機

会でもあった。

学生の感想からも，住民の反応が直接肌で感
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じられたことへの感激が読み とれ，住民か らも

高い評価が得られている。また，終了式の当日

は，マスコミもこれを取材して新聞に掲載し，

ユニークな試みとして評価した。

今後，この経験を参考に，身体計測，サ イコ

ロメニュー， 体操等の行事を取り入れた健康 ス

クールを 2期生の実習として実施する予定てあ

る。

4 まとめ

1)栄養科学生の公衆衛生部における実習の

中で，松島健康スク ールを実施した。

2)健康スク ールの内容は，身体計測（身長，

体重，血圧測定），学生の研究発表，講師の講

話，サイコロメニ ュー，体操， 質疑応答な どで

ある。

3)学生および参加者の感想ては，平均90%

が，このような行事は有意義であったと評価 し

ている。

4) 公衆栄養実習のうち，健康教育は重要な

部門てあり ，地域住民と共にこのような健康 ス

クールを持つことは，教育上の価値が高いと考

えられる。

5) マスコミもこ の計画をユニーク な試みと

評価 した。
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